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～素直な心・笑顔のあいさつ・感謝の心～ 

令和８年７月３日  文責 諸藤貴子 
 

これからの心身の成長を願って 

＜子どもたちへ＞ 

 新しい学年になって１００日余りが過ぎました。「自信をもってできるようになったこ

と」が増えましたか。「嬉しかった」気持ちを味わい、「充実した生活」ができたでしょう

か。  

みなさんの良いところの一つに、全校生徒が集合した時の態度があります。先日の生

徒総会でも、「静かにしてください」という注意の声は聞こえませんでした。これは、自

分の行動が会の進行に影響することを意識できている人が多いからであり、会の目的を

一人ひとりが理解しているからだと思います。 一方で、少し考えてほしいこともあり

ます。生徒会専門委員会からの昼の放送や、時間を知らせるチャイムを注意深く聞き、次

の行動に移すことができているでしょうか。学校は集団生活のなかで、個々の良さを伸

ばす場所です。「誰かのために、目的をもって行われていること」に意識を傾けることで、

日ごろの考え方や行動が変わっていきます。これは、社会の一員として生活していく上

でも、とても大切なことです。  

もうすぐ夏休みです。「自信をもってできるようになったこと」に、さらに磨きをかけ

ましょう。そして、みなさんが成長できた背景には、必ず誰かの見守りや支えがありま

す。感謝の気持ちを忘れずに、毎日の生活を過ごしてください。ぜひ、この機会に学級目

標や学年目標も振り返ってみましょう。 

 

＜保護者のみなさまへ＞ 

 今年度より、前期・後期制がスタートいたしました。４月に学校運営方針についてご説

明いたしましたが、今後もさらなる工夫や改善を重ね、子どもたちの可能性を拓くこと

ができる学校環境づくりに職員一丸となって努めてまいります。 日頃より、地域・保護

者の皆様には温かい見守り活動をいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。お陰様で、子

どもたちは事件や事故に遭うことなく、安全に学校生活を送ることができています。  

ここで、お車での送迎について、保護者の皆様にお願いがございます。学校周辺は坂道

やカーブが多く、とくに朝の混雑は思わぬ事故につながる危険があります。また、近隣に

お住まいの方々へのご迷惑にもなりかねません。恐れ入りますが、学校から少し離れた

場所での送迎にご協力をお願いいたします。学校でも引き続き交通安全指導を行ってま

いりますが、ぜひご家庭でも「健康のための歩行の大切さ」について話題にしていただけ

ますと幸いです。 

＜学校教育目標＞ 

思いやりの心をもつ、自立した生徒の育成 



  

 

 


